
日立製作所安来工場全景
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最近の安来工場

Yasl】giWorks ofI｣ate

日立製作所安来工場が特殊鋼専門工場として生い立つ

てから既に半世紀余になる｡

この長い間には幾多の盛衰を経て来たし､数多い苦

の時もあったが､この地方に産出する優れた品質の真砂

砂鉄を原料とする高級特殊鋼生産の伝統と積ゆみない努

力により､今日では我国有数の特殊鋼メーカーとして､

凡ゆる品種に亘り凡ゆる需要部門に対する特殊鋼の綜合

生産を行っている｡

最近では設備の近代的合理化を推し進め､特に高級鋼

の原価低減と､より高い品質を求めて､日夜孜々として

研費をつゞけている｡

この中特に割目に値するものに彙に工業化試験のため

国庫補助金の交付を受けた=砂鉄のぺレタイジング設

備"がある｡

この概要を紹介しよう

安来ぺレタイジンダ法は砂鉄を本法により従来の焼結

鉱団鉱よりも製造原価､被還元性その他の特性に於て遥

かに凌駕する優秀予備処理銅を得んとするもので砂鉄､

木炭の使用原単位を切下げ製品原価の低減を図るもので

ある｡

倍水沫によれば一般鉄鋼石､殊に黄銅の処理も米国に

於けるTacムniteのPelletizing法と同様最も優れた方

式が確立される｡

生産方式及び工程ほ次の通りである｡
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砂鉄を水分で練るのに適するよう､更
に微細に覇辞する｡

微粒原鉱を成可く純粋分量に分けるた
め磁力で選別する｡

混練設備一水分を加え適度に股拝混練する｡
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この外ロール機､ハンマーの新設改造等により新製品

の創製を着々と実現している｡

終戦後創製した主な製品を拾って見ると

銀 飯(黒鉄及び冷庄品)

刃物鋼鋸用鍋飯

高速度銅のマシソソr､メタルソー.開銀銃

電磁軟鉄鋲

各種ゲージ用鋼鉄

帯 鋼(窯鋲及び冷圧品)

時計ゼソマイ用鋼帯

安全剃刀用鋼帯

ハヅクソト用鋼帯

ペン先用鋼帯

その 二次製品として

積算 力計用磁力､完成バイト､各種 棒鋼

自動交換機用スイッチシャフト､ 銅 線

等がある｡

倍目下未発表の各種新製品の試作を実施中である｡

日立製作所安来工場の卑寺色は和銅を土台にして発展し

た高級鋼であってしかもこれ等は形状に於て凡ゆる需要

に応じられる総合生産にあるので､需要の基盤が甚だ広

いD

次に安詫高 度鋼の優秀性を示す一例として現在市場

に於て一流品と称せられる各メ←カ←の完成バイトの性

饉比較表を掲げる｡
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第1麦 試料 の 化学成､分 と 硬皮

Tablel.ChemicalComponents and Hardness of Test Pieces

第 2 表 切 削 試 験 Table2.Shaving Test

切 削 条 '件

枚切削材料 NiCr銅(C O.27,SiO.35,Mn O.54,

Ni2.67 Cr O.89)

¢140mmxJ700mm

BH 352(8500C油焼入4000C焼戻)

切削状態 切込1mm 送り 0.5mm

新丸ビル日立エレベータ群完成

ⅠIitaehiEleYatOrS for

Nev M~artlnOll(九iI主nilding

予て新築工事を急いでいた新丸の内ビルヂyグの建坪

数は東洋一の広さを有している｡これが完成の暁には､

7,000人の人員を牧容し､東京都の中心に小都市が新に

誕生したことになると喧伝されていたものであるが､愈

々昭和27年11月中旬､その堂々たる勇姿を東京駅前

に誇りつゝ完成した｡日立製作所はこのビルヂyグの竪

の交通機関としての各種エレべ←タを受注し､技術の粋

を傾けてその製作並びに､据付を急いでいたものである

.が､この程完成納入したのでこゝに紹介する｡
9台のエレべrタの性麓は､第3表に示すものであつ

て､その中C号機客用4台は高速エレベータとしての代

表的製品である｡この並設エレベータの輸送能力は建物

の価値を左石するものであるから､制御方式にほ円滑な

150m/min高速度制御を行い､尿開閉操作時聞を含めた

蓮転時間の短縮を計り､操作方式には日立製作所独特の

技術による管理運転を採用し､最大輸送能力を発揮する

ようにした｡東機の最も特長とする管理運転を説明すれ

ば､交通状況の変化に伴ってディスパッチャーボードに

第1図

Fig.1.

C 号 槻 の 横 根 一室

Machine Room of ModelC Elevators

第2図 C号横エレべ-･タ1階出入口

Fig.2.1st･FloorEntrance ofModelC Elevators
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第3図 フ~ イ ス パ ッ チ ヤ ー･云ド･- ト

Fig.3.Despatcher Boar-d

よる管理者の操作により､積極的に を率
い一｣台目

るものである｡即ち混雑時には2台を1,7,8

向上させ

階急行違

転､他の2台を1,4,5,6階反転達転へ容易に切り替えら

れ､乗客には階床イソヂケ･-タの半明灯により停止階床

を示し､通過躇床にほ休止灯のみを点けで停まらない事

を示す｡又平常時には4台1組のシグナルコ:/トt,･-ル

に切り替えて､自動 号方式による先発並びに出発灯表

京と共に運転手が起動操作をし､ケージ間の運転間隔を

意の優に保つ事が出来､所謂ダソゴ運転を避け得るもの

である｡最も混雑すると思われる1階でほ階床インジケ

ー∵ダ中の先発灯により､どのケージが先発するかを指示

する｡夜間又は閑散時には操作盤上の釦によりナイトサ

ーヴィスに切り替えて､
1転手の判断を要せず最高

階床の呼に応じて､首動的に反転し､迅速且つ能率良く､

全階の乗客の要求を碓たす蕃が出来る｡第1図はC号磯

の機械室第2図ほC号顔エレベータ1階出入口第3図は
ディスパッチ1･-ボードを示すものである｡

倍ガイドレールは特殊の測定装置を用い､精密測定を

なしつゝ切創並びに据付をしたもので最高速度に於ても

第 3 表 機 種 別 性 能 表

第4図

Fig.4.

G号横エレベータ1階出入口

1st･FloorEntrancesof ModelG Elevators,

第5区II号轢エレベータ出入口

Fig.5.Entral]Ce Of ModelIElevator

Table3.SpeciBcationsof HitachiElevators

客用(一般用)

C 号

数

型

客用(銀行用〕

4

,ダ ブ ル ラ ッ プ

式
⊆トラクションギヤー

ルス型

樺 載 量 至11名(1,000kg)

定格速度】150m/血n

わCVV特殊シグナ/レ
制御方式

号

2

シ ン グ ル ラ ッ プ

トラクシ/ヨ ンギヤー

ド型

8名(1,000kg)

75m/min

】DCVVレ｡
コント古二ん癌廃自】コントロ~rル精密畠
圃l+着 床 式

扉操作方式 L 電 動 式

停止階数 粁瞥所(1,4,5,6,7,8)

動 こさ【〔チ

7首

電

顆 用

F 号

ト人 貨
】

1

シ′ こ/グ ル ラ ヅ プ

トラクションギヤー

ド型

1,800】くg

45m/min

ード∈2スピードカ_スイ
ツチコ ント

ロ
r/レ

床 式

動 式

4箇所(B,1～3)

Ⅰ 号

碍

1

シ ン グ ル ラ ーリ ブ

トラクションギヤ←

ド型

800kg

15皿/mi□

1ス ピードボタン

コントロール精密白
梼密自動着.床式郵

手 勤 式 E

9箇所(B,1～8)

着手動床 式

式

2箇所(B,1)

自H 執 事 用

D 号

1

シ ン グ ル ラ ッ プ

トラクションギヤー

ド型

3,500kg

15皿/min

2ス ピードボタン

コントT-･-/レ精密自
卦 着 床

電 動 式

2箇所(B,1)

式
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些かもケージに葦動が生じない｡又出入口枠､扉並びに

ケージの意匠や仕上ほ美の観点から苦心が払われる所で

あるが､ケージは蟹光灯の間接照明を施して､柔かい感

覚を出した｡

1階の三方枠は左右i･こ拡がる円弧を以て構成し､扉は

ホワイトブロソズの装飾を施して近代的な感覚を遺憾な

く発揮している｡

他のエレベータの詳細な紹介ほ割愛するが､何れも新

機軸の上に立って設計製作され､江湖の好評を博してい

る｡

第4図ほG号機エレベータ1階出入口第5図ほⅠ号機

千レベータ出入口第`図ほ自動専用エレベータの出入口

を示すものである｡

本誌前号Vol.35,No.1｢昭和27年度に於ける日立

技術の成果｣は､旧聡発行以来注文が殺到大増刷して定

期購読者以外の御要求にも応じているが､残部も僅少と

なつキから御希望の方ほ至急お申込み下さい｡
1953年度初頭のヒットとして新年号を昨年末に配本出

来た喜びに勇躍して､ 失言早やに第2新年号たる本号を
再びお正月中に愛読者諸兄のお手許にお贈りする｡今後
も順次毎号発行期日を練上げ､一般雑誌と同様前月配本

の方針で編集局ほ勿論､専属印刷工場等も緊張している｡

第35 第2号

第6図 自動車用エレベー タ 出入口

Fig.6.Entrance of No.D.Elevater for Motor

☆

昭和3年(VoI.11,No.1)

統掲載した木誌巻頭言｢一家一

の名士､実業家､学者研究家を

より始め､約15年間達

｣瀾は､当時より各界昌

動員､独自の特別読物と
して絶讃を博したが､昭和18年12月(Vol.26,No.12)

当時の社会情勢に鑑み､中断せぎるを得なかった｡
爾来凍誌復刊後も､各方面より｢一家一言｣復活を要望
さjl､その都度編集会議で検討した結果､愈々機 し本
号から再掲載することゝなり､本誌にとって最も因縁深
き日立製作所取締役社長倉田主税氏より玉稿を賜り､錦

上花を添い得た｡小平前社長は太誌生みの親であったが
倉田現社長は本誌今日の興隆を示した発展への育成の父

である｡｢技術研究者の態度｣に述べられた氏の至言は必
ずや全読者の胸を打つものがあろう｡再読三考を願いた

い名文であるが､引続き毎号の本欄を期待して頂きたい｡
☆

頭論文｢287･5制弧遮断器｣は表紙写真とも掲載した

カ年響iブ･ヲニ己竺鱒へ?_甲軍都攣C･P早年関する
もので､そ吻他12篇それぞれ特色ある論文であるが､
就中弱 関係の2篇､｢~新様式機械化 造設備｣･｢
子朗微鏡の応用研究｣など近来異色なものを揃えた｡亦
赤木氏の｢ケ∵-ブル起重機の計画と最近の実績｣はVol.

34,No･12に掲載したものゝ完結篇である｡御併読願
いたい｡ (寺沢 生)

カット写真
編集全議席上に於ける日立製作所取締役
砥浦副社長の御挨拶
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